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１．概要（Summary） 

体外補助循環回路に形成された血栓が体内に侵入す

ると血栓症などの重篤な疾患を引き起こす。血液回路の

各接続部やポンプといった多数の血栓形成リスク箇所の

血栓形成を監視するため、数mmサイズの小型で非侵襲

な血栓センサが求められる。非侵襲性を担保するには光

による計測が有効である。そこで本研究では光センサの

小型化を達成するため、フォトダイオード(PD)とアンプ回

路を集積した CMOS-ICチップを開発した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マニュアルプローバー、デバイスアナライザ、デジタルマ

イクロスコープ、コータ/デベロッパ、ステッパ、酸化炉、リア

クティブイオンエッチャー、イオン注入装置、スパッタ装置、

高速熱処理装置、他 CMOSプロセス関連装置. 

 

【実験方法】 

レイアウト設計後、共同研究開発センターの標準的

CMOSプロセスを利用して血栓センサ用CMOS-ICを試

作した。その後、LED 素子実装、フレキシブル基板実装、

ワイヤボンディング、エポキシモールディングを経て小型

血栓センサを試作した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 開発した血栓センサを Fig.１に示す。アンプ回路と PD

がモノリシックに形成された CMOS-IC チップ上にベアチ

ップ LED を表面実装することで、2.8×2.8×0.7mm3の

小型化を達成した。今後、動物血による in-vitro試験とセ

ンサ特性の改善に取り組む。 
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Fig.1. Thrombus sensor. a)description of sensor chip, 
b) Sensor chip mounted on a flexible substrate. 


